
 

平成２１年度～２２年度取組成果のまとめ 
 本学男女共同参画室は，ダイバーシティ推進本部の下部組織として平成 21 年 1 月に設置

されました。そして，同年に「学都・岡大発 女性研究者が育つ進化プラン」が採択され

てから，事業期間終了後に自然科学系女性研究者数 30%増という目標に向けて邁進してい

ます。この 2 年間の具体的な取組と実践は下記の通りです。 
(1)岡山大学の現状把握と環境整備の加速 
 本学の教員に占める女性の割合は 14.6%（平成 22 年 4 月，特別契約職員を含む）であり，

自然科学系は 10%にとどまっています。第 2 期中期目標では，優秀な研究者を確保・育成

する制度の充実と多様な人材が活躍しやすい環境整備を目標とし，柔軟な人事制度の促進，

育児，介護期の研究者に対する研究サポート体制，保育施設の整備をすすめています。 
(2)岡山大学における採択事業の推進体制 
 男女共同参画室は，①企画・統括，②環境整備・支援推進，③広報・意識啓発推進，④

次世代女性研究者育成推進の 4 部門体制を平成 22 年度より導入し，室員 19 名にて鋭意，

事業推進に取り組んでいます。 
(3) 「学都・岡大発 女性研究者が育つ進化プラン」の実践 
 ①進化プラン「雇用」：ウーマン・テニュア・トラック(WTT)教員制度の導入により，若

手女性研究者を 3 年の任期終了時に常勤教員として採用する道を開きました。第Ⅰ期 WTT
教員は 4 名採用，第Ⅱ期は 3 名の採用が内定しています。 
 ②進化プラン「研究サポート体制」：平成 21 年度は保育施設の新設等，仕事と育児の両

立のための環境整備を行いました。また，1 月より女性サポート相談室を開設しました。平

成 22 年度は人材登録バンクを活用した研究サポート体制の本格的確立を目指しました。現

在，全学的利用募集を開始して着実に成果をあげています。また，メンター養成研修の実

施，勉強会を開催することにより，今後のメンター制度の利用促進を目論んでいます。 
 ③進化プラン「持続性」：支援に参画したポスドクや RA が研究者になり，支援を受けた

女性研究者が次世代研究者の育成を行うことを期待しています。更に，次世代の自然科学

研究者の育成を目的として，「おかやまサイエンス・トーク」を実施しており，WTT 教員

が大学院生と共に自らの研究内容を紹介して高校生の科学への興味喚起に貢献しています。 
(4)意識改革に関する主な取組 
 事業実施にあたっては，大学構成員の意識改革を行い，働きやすい職場環境の整備に務

めることが重要です。21 年度は国際シンポジウムと 3 回の交流サロンを開催しました。22
年度は 4 回の交流サロン，多様性をテーマにしたシンポジウムを開催しました。加えて，

管理職セミナーの開催により，管理職の意識改革を進めてきました。なお，22 年度より

Newsletter を年 3 回発行し配布することにより，教職員や学生の意識改革を図っています。 
 以上，本事業は質の高い持続性のある女性研究者の雇用・育成を保証しようとするもの

であり，女性研究者の裾野の拡大を図るものです。最終年度は今までの活動を評価し，事

業終了後も継続させることを前提に邁進する予定です。 
（ダイバーシティ推進本部男女共同参画室長  沖 陽子） 
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岡山大学ダイバーシティポリシー 

 

 

岡山大学では，性別，国籍，年齢，障害の有無に関する構成員の多様性を高

め，ダイバーシティ文化の醸成に努める。これを以て組織の発想の創造性，革

新性，強靭さおよび変化への柔軟性を高める。そして優秀な職員の確保と定着

を促しながら，多様性の中で育まれた知性を世に送り出して，共生社会の実現

に尽力する。 

 本学の理念である，「高度な知の創成（研究）」には，偏見や差別に左右さ

れない能力主体の人材登用・育成をもってあたり，常に新たな知識基盤を構築

していくために，発想の多様性を活用していく。「的確な知の継承（教育）」

には，教育の場において，多様な構成員から成る学びの空間で，異なる文化・

価値観を尊重する精神を育み，様々な職員の発想を活かして多岐に渡る学生の

ニーズに対応していく。さらに，社会貢献の一助として，学内の就業機会を社

会参加の道として提供し，加齢や障害の有無等に関わらず幅広く社会の構成員

の力を活用する。 

 上記のダイバーシティ文化の推進にあたり，体制を整え，葛藤の問題を乗り

越える努力を継続し，長期的視野で組織の持続的発展を目指す。 

 

 

 

 



参考資料（２）岡山大学関連データ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H.18~20 女子学生割合
自然科学系 学部生 ４０％

博士前期課程 ３５％
博士後期課程 ３０％
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岡山大学教育職員に占める女性教育職員の割合 
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参考資料（３）－１ リーフレット 
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参考資料（３）－２ ポスター（平成 21 年度版） 



参考資料（３）－３ ポスター（平成 22 年度版） 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考資料（４）女性サポート相談室パンフレット 
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